
原理：レーザで起こした超音波エネルギの違いを検出

これまで行ってきた内部減肉画像化
遠隔より配管内部の損傷の画像化に成功

基礎実験 1年目 裏面付着物の画像化を実現
遠隔から裏側の付着物が検出できることを確認

基礎実験 1-２年目 配管内付着物の画像化を実現
配管でも内部の付着物が検出できることを確認

最適実験条件（周波数，レーザ出力波形等）を決定

1.0 m 試験パイプ
（取り換え可能）

上水

室内・屋外モックアップでの検証 2-3年目
水や塗膜，チリ，風などの影響評価

他手法との比較

ファイバレーザ（弾性波励振）

LDV（受信・固
定）

ガルバノミラー

内部減肉

画像化結果• 遠隔（5m, 10mなど）から配管内の減肉を画像化
• アクセス不要，前処理不要 圧電素子

付着物
（粘土,金属接着,溶融金属など）

ファイバレーザ（超音波励振）
ガルバノミラー

付着物がある箇所のみ
検出波形が小さい

付着物画像（予想）

付着物
ファイバレーザ（超音波励振）

ガルバノミラー

赤外線LDV（受信・固定）

走査

高感度

レーザ超音波計測による配管内付着物の遠隔評価
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これまでの結果

5kHz 7kHz 9kHz

レーザ超音波計測による配管内付着物の遠隔評価

パイプ内の付着物の画像化が可能であることを示した
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